
２０歳代は１割未満

高校の教諭総数は３ ,６８３人です。（平
成２８年５月１日現在。以下同じ）５０歳代

が１,３６０人（３６．９％）と最多になっていま
す。２０歳代は３３６人、３０歳代は７６７人、

４０歳代が１,１１６人、６０歳が１０４人です。
これをみれば、５０歳代も以前とは違って

重要な役割を果たす必要があることがわ

かります。ちなみに５０歳代が３０人以上は

水戸工業と水戸南の２校、２０歳代が１０人

以上は大子清流と潮来です。

女性は３２％
教諭３,６８３人中、男性が２,５２０人、女

性が１,１６３人で、男女比は６８対３２となっ
ています。女性比率が５０％以上は、石岡

二と竜ヶ崎二の２校です。男性比率が８０

％以上は、日立工、日立北、大子清流、

水戸一、水戸工、勝田工、海洋、波崎、波

崎柳川、土浦一、土浦工、下館工、総和

工の１３校で、工業高校と県の周辺地域所

在校、超進学校になっています。

増加、特例扱い１４６人

今年度の「グループ異動」（強制異動）

特例扱い者は１４６人で、内訳は校長猶予

１１２人、病気４人、産休・育休中２７人、そ

の他３人となっています。導入された２００

８年からの推移をみると、４４→６５→９１→

９０→１３５→１１５→１３０→１１７→１４６で、

増加傾向にあります。これから新採２校目

の「グループ異動」（７年目から）が始まりま

すから、より異動が難しくなりますので、

「異動ルール」の見直しが必要ではないで

しょうか。

なお、同一校１０年以上在職者の比率

が高い（２０％以上）のは、小瀬、水戸一、

水戸桜ノ牧常北、土浦一、竜ヶ崎二、鬼怒

商業となっています。

常時108人、短時間179人

今年度の再任用者数は、常時勤務（フ

ルタイム）が１０８人（教諭８６、養護教諭２、

実習助手２０）で、短時間勤務が１７９人（２

日７人、３日１５６人、４日１６人）となってい

ます。常時勤務者は５４校で勤務し、高萩

清秋、多賀、太田二、佐竹、水戸工、水戸

南、勝田工、海洋、土浦一、真壁、古河

一、総和工では３人以上です。短時間勤

務者が５人以上なのは、水戸南、石岡二、

筑波、茎崎、明野、結城二、八千代、古河

二となっています。

２０１１年からの再任用者総数の推移を

みると、１５４→１７４→１８４→２３２→２６９

→２８７人と毎年増加しています。現在、年

金支給年齢が６５歳まで段階的に引き下

げられていますから、これからも再任用者

は増加することでしょう。茨高教組は、再

任用者の経験と力量を学校に活かすため

にも「希望者への説明会」の実施を求めて

います。また、地公労（組合）としては定年

の段階的引き下げを要求しています。

１５人の高校もあります

今年度の高校の臨時教職員数（教諭相

当）は４２９人で、内訳は欠員補充２６１、育

休補充６４、産休補充１２、休職補充１５、

初任研３５等となっています。全体に占め

る割合は１０％を超えています。今後、定

年退職者も増えていきますから、採用をも

っと増やす必要があります。

臨時教職員数が１０人

以上にもなっているのは、

水戸農、玉造工、潮来、

神栖、波崎、江戸崎総

合、八千代です。
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２０歳代が１８３人 教諭数１００人を超える超大規模校が水戸特

別支援（１３６）とつくば特別支援（１５５）の２

校あります。教室不足も深刻な状況です。学

教諭総数は１,５４５人です。４０歳代が５８７ 校も新設を急がねばなりません。

人（３７．９％）と最多になっています。２０歳 設置基準策定を求める請願署名

代は１８３人、３０歳代は３７４人、５０歳代は３ ご協力を！

６６人、６０歳代が３５人です。高校と比べる ２４％もの臨時教職員
と、バランスがよいようです。

女性は６８％ 臨時教職員（教諭相当）の総数は４７７人

教諭１,５４５人中、女性が１,０４７人、男性 で、全体の２４％にもなります。内訳は欠員

が４９８人で、男女比は３２対６８と、高校の正 補充が３２２人、研修補充が４９人等です。欠

反対になっています。 員補充が多いのは、つくば（４５）、鹿島（２

１５５人の超大規模校も ９）、美浦・境（２５）、土浦・下妻（２３）です。

毎年、年度当初に県立学校の教職員や予算の概要を組合として把握し、よりよい職

場と学校づくりに役立てるために、高校教育課と特別支援教育課と財務課に人事や予

算関係の資料（データ）の提供を求めています。今年度も提供されましたので、その概

要を報告します。
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◆アベノミクスの果実 参院選挙は「アベノミクスが最大の争点」だと安倍首相は主張し

ています。大幅な金融緩和、柔軟な財政出動、成長戦略を３つの矢としてこの３年半突き進

んできました。さて、その果実は、富裕層と大企業にはあったようですが、私たち庶民にはトリ

クルダウン（滴り落ち）したのでしょうか？

◆国の借金は１０００兆円突破！ 国の借金ばかりが積み上がり、国民１人あたり１０

００万円近くになってしまいました。その４分の１は日本銀行が保有しています。将来へのつ

け回し？若い世代はどうなってしまうのでしょうか。

◆「有効求人倍率は２４年ぶりの高水準」「就業者数は１１０万人増加」！？
安倍首相は有効求人倍率は「２４年ぶりの高水準。すべての都道府県で１倍を超えた」と

言っています。正社員は０.８５倍で、増えているのは非正規で、その正社員も賃金水準が低
い介護/福祉や飲食業に偏っているようですが。
また「就業者数は１１０万人増加した」と言っていますが、正社員は３６万人減り、増えたの

は非正社員の１６７万人だそうです。労働者の実質賃金も、物価上昇もあってこの５年間で５

％低下しました。年収２００万円未満の「ワーキングプア」（働く貧困層）が増え続け１１３９万人

もいるそうです。

◆経済は「憲法改正」のための道具？ ２０１３年の参院選では「デフレ脱却、この道

しかない」として安定多数を取ると「秘密保護法」を強行成立させ、２０１４年末の総選挙では

「アベノミクスが問われる選挙」として３分の２超を取ると、「安全保障法制（戦争法）」を強行成

立させました。今回も３分の２を確保して「憲法改正」を狙っている？

◆私たちは忘れない 「教員免許更新制」「高校授業料の無償化の所得制限導入」「道

徳の教科化」など、教育にも深く介入してきたのは誰だったでしょうか。

茨城の高校生も参加しました
４月３０日に東京で行われた全日本教職員組合（全教）

などの主催する「憲法フォーラム」。茨城の高校生も参加

し、「自分たちの未来を経済的理由で諦めることのない社

会を建設したい」と発言し、参加者の共感を呼びました。

○子ども６人に１人が貧困 貧困と格差の拡大は世界中の問題ですが、特に新自

由主義経済を主導してきた米国やイギリス、日本では深刻化し、「このままでは国の未来

はない」（「これから始まる「新しい世界経済」の教科書」ジョセフ・Ｅ・スティグリッツ）とも言

われています。米国の子どもの貧困率は２０％、日本は１６．３％で後を追っています。

○大学生の半数が「教育ローン」に苦しむ 給付制奨学金がない日本では、

日本学生支援機構の奨学金は有利子が大半なので、「教育ローン」と同じ。卒業時に何

百万円もの借金を背負って社会に出ていくことになります。

○公的支出が少なすぎる 教育機関へも保育所等へも、日本の公的支出はあまりにも少ない。公共事業・原発・防衛関係費は増やしているのに。

詳細はネットで

教職員賠償責任共済など他にも７つの共済があります。この

共済は東京海上日動火災と提携しています。詳細はネット・リ

ーフで。

高校生・中学生と考える憲法フォーラム

全国の研究会を紹介します

全国高校生活指導研究協議会（高生研）

８月６～８日 和光大学（東京）

日韓合同授業研究会

７月２９～８月１日 潮来ホテル（茨城県）

歴史教育者協議会（歴教協）

８月５～７日 名護市民会館・琉球大学

全国民主主義教育研究会

７月２９～３１日 中央大学（駿河台）

地理教育研究会

８月６～８日 金蘭会高校・中学（大阪）

新英語教育研究会

７月３０～８月１日 磐梯熱海温泉

ご家族まとめて、掛け金は月１００円
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